
自
費
神
社
所
蔵

『
白
ノ
嶺
神
社
縁
起
』

註
釈

は
じ
め
に

先
祖
代
々
、
地
主
で
あ
っ
た
私
の
祖
母
の
家
に
伝
わ
る
猿
田
彦
の
掛
軸
が
あ

る
。
鼻
長
で
素
朴
な
風
貌
は
、
天
狗
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
名
の
通
り
サ
ル
の

よ
う
で
も
あ
り
、
と
て
も
不
思
議
で
あ
る
。

自費神社所蔵 f自殺神社縁起j 註釈(一)

猿
田
彦
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
ろ
う
か
と
深
く
興
味
を
抱
い
た
。

サ
ル
と
猿
田
彦
の
関
係
性
は
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
謎
を
探
る
べ

く
、
「
広
文
庫
』
『
古
事
類
苑
』
等
か
ら
の
関
連
記
事
や
『
神
道
大
系
』
神
社
編

二
十
三
所
収
の
『
白
類
一
神
社
縁
起
』
を
通
読
し
た
。

『
白
嶺
一
脚
社
縁
起
』
は
、
翻
訳
が
白
嶺
神
社
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
上
で
も
公
開

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
注
解
さ
れ
て
い
な
い
。
神
世
か
ら
戦
国
時
代

に
至
る
ま
で
の
長
い
時
代
に
わ
た
る
物
語
は
、
説
話
的
奇
趣
に
溢
れ
、
読
み
物

と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。
加
え
て
処
々
に
神
仏
習
合
思
想
が
反
映
し
て
い
て
、

宗
教
学
的
に
も
深
い
関
心
を
集
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
や
二
つ
の
説
話

文
学
と
見
て
、
そ
の
文
学
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
宗
教
学
・
民
俗
学

研
究
の
分
野
に
も
博
益
す
る
要
素
を
探
る
た
め
、
詳
し
い
注
解
が
求
め
ら
れ
よ

、「
J

。
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そ
こ
で
、
白
讃
神
社
が
公
開
し
て
い
る
翻
刻
を
テ
キ
ス
ト
に
し
、
語
注
を
加

〆声、、

一
、.._/

日

高

千

日
日目

え
て
い
く
事
に
し
た
。

た
だ
し
、
拙
稿
に
お
け
る
本
文
は
、
読
み
易
さ
の
便
を
図
っ
て
、
適
宜
、
濁
点
・

句
読
点
・
送
り
仮
名
・
ル
ピ
を
補
っ
た
り
、
漢
字
を
平
仮
名
に
変
え
た
り
し
た

事
を
お
断
り
し
て
お
く
。

な
お
、
注
解
の
対
象
と
な
る
資
料
名
は
、
『
神
道
大
系
』
で
は
「
白
須
神
社

縁
起
」
、
白
嶺
神
社
の
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
自
費
大
明
神
縁
起
絵
巻
」
「
白
須

社
縁
起
」
と
あ
る
。
本
稿
で
は
「
白
讃
榊
社
縁
起
」
に
従
っ
た
。

な
お
、
拙
稿
に
お
け
る
成
果
は
未
だ
不
十
分
な
事
を
重
々
承
知
し
て
い
る
。

諸
方
面
か
ら
の
ご
批
正
を
説
に
お
願
い
致
し
た
ぃ
。
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(
序
)

白
嶺
…
脚
枇
縁
起

L
h
そ
う
ふ
く
じ
ゅ
い
ん

首
吐
明
神
縁
起
清
書
之
事
、
社
僧
一
拍
書
院
諸
家
に
願
ふ
こ
と
有
り
と
難
も
整

主
ゅ
う
守
」
ゅ
う
i
や
や
ひ
さ

は
ず
。
予
明
神
に
於
い
て
淘
旬
良
久
し
。
故
に
之
を
諸
家
に
強
ひ
て
清
書
の
事

合
れ
の
は

2

こ

れ

そ

皐
ん
ぬ
。
末
世
に
筆
者
有
る
の
疑
ひ
を
恐
る
。
京
に
依
り
別
に
一
巻
を
副
へ
筆

懇1蹟
望1名
にを
依表
りは
禿?す
宅T
を且
染つ
め予
畢在の
ん i青
ぬ書

之
を
僻
す
る
こ
と
固
し
と
難
も
、

再
往
の

機
中
納
言
藤
原
朝
臣

費
、
水
二
乙
西
暦
陽
中
下
旬

(
花
押
)

(
原
漢
文
)

首
一
吐
明
神
縁
起
清
書
之
事
、
枇
信
一
噛
書
院
離
し
有
一
諸
家
願
一
不
レ
整
、
予
於
一
一

明
一
川
銅
伺
良
久
実
、
故
強
-
一
之
諸
家
一
而
清
書
事
暴
、
恐
下
末
世
有
二
筆
者

之
疑
上
、
依
レ
忍
別
副
二
一
巻
-
表
一
一
筆
蹟
中
旬
、
且
予
之
清
書
、
難
レ
固
二
辞
之
一
、

依
詩
往
懇
望
一
染
一
-
禿
宅
-
畢
、

注

身
を
日
間
め
て
畏
ま
る
さ
ま
。
こ
こ
で
は
崇
押
信
敬
す
る
こ
と
を
云
う
。

『
神
道
大
系
』
の
訓
読
に
従
う
!
と
「
末
世
に
筆
者
有
る
の
疑
ひ
を
恐
る
」
で
あ
る
が
、

「
末
山
に
筆
者
の
疑
ひ
有
ら
ん
を
恐
れ
」
ま
た
は
「
恐
ら
く
は
末
世
に
筆
者
の
疑
ひ

有
ら
ん
と
」
の
読
み
方
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

陰
勝
二
月
。

2 3 

(
詞
書
第
一
段
)

そ
れ

I

夫
衆
生
の
根
機
ま
ち
/
¥
な
る
ゆ
へ
に
、

/
¥
に
し
て
、
或
は
三
乗
と
現
じ
、
又
は
八
部
と
化
し
、

て
化
度
の
至
ら
ざ
る
事
は
あ
ら
ね
ど
、

き
い
て
ん
己
円
、
ー
や
3

にん

西
天
の
大
聖
人
、

感
縁
又
さ
ま

十
方
世
界
、

千~ B斤
早十と
振2し

わ
き
て
我
日
本
の
固
に
は
、

紳
の
御
か
た
ち
を
あ
れ
ま
す
事
、
他
の
固
に
か
つ
て
き
か
ぬ
、
不
可
思
議
債

な

り

あ

ふ

み

の

く

に

し

が

ぐ

ん

あ

ま

て

ら

寸

太
の
利
益
也
。
こ
、
に
近
江
圃
志
賀
郡
、
自
費
明
一
仰
と
申
は
、
往
昔
、
天
照

れ

i

み
h

み

す

め

み

ま

あ

ま

つ

ひ

こ

/

¥

ほ

の

に

に

ぎ

の

み

こ

と

大
一
脚
の
勅
を
、
つ
け
て
、
皇
孫
天
津
彦
々
火
喧
々
杵
尊
、
天
降
ま
し
ま
す
時
、

h

さ

き

は

ら

い

あ

た

先
駆
の
一
脚
立
蹄
り
。
一
の
榊
、
天
の
や
ち
ま
た
に
お
れ
り
。
其
鼻
長
七
問
、
背

丈
七
尋
、
亦
口
も
か
く
れ
所
も
赤
く
て
れ
り
。
限
は
八
陀
の
鏡
を
か
け
た
ら
ん

や
う
に
て
り
か
、
ゃ
く
事
、
赤
か
f

ち
に
似
た
り
、
と
申
し
ぬ
。
八
十
蔦
榊
達

9
ま

か

ち

あ

£

の

う

ず

め

の

み

こ

と

も
、
目
勝
て
尋
と
ふ
事
あ
た
は
ざ
り
し
を
、
天
銅
女
象
に
お
ほ
せ
て
と
は
し
め

給
ふ
に
ぞ
、

は
じ
め
て
猿
田
彦
大
一
脚
と
名
の
り
、
隼
の
天
降
ま
し
ま
す
を
む
か

同
ひ
な
か
の
た
か
ち
ほ
く
じ
ふ
る

と
申
給
ひ
ぬ
。
そ
れ
よ
り
皇
孫
は
、
筑
紫
の
日
向
乃
高
千
穂
憶
胸

の
峯
に
到
り
、
猿
田
彦
神
は
、
伊
勢
狭
長
田
の
五
十
鈴
の
川
上
に
わ
か
れ
給
ひ

ぬ。 へ
奉
り
ぬ
、

注

仏
の
教
え
を
聞
き
、
悟
り
を
聞
く
資
質
。
機
恨
。

釈
迦
仏
。

「
乗
」
は
迷
い
の
此
岸
か
ら
悟
り
の
彼
岸
へ
衆
生
を
渡
す
乗
り
物
の
意
。
衆
生
が

煩
悩
の
世
界
か
ら
菩
提
の
世
界
に
達
す
る
三
つ
の
方
法
。
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩

薩
乗
の
総
称
。

八
部
衆
の
略
。
仏
法
守
護
の
八
体
一
組
の
釈
迦
の
各
属
。
特
に
「
天
竜
八
部
衆
」

の
こ
と
。

衆
生
を
教
え
導
き
悟
り
へ
到
達
さ
せ
る
こ
と
。

『
日
本
書
紀
』
巻
二
神
代
下
(
立
文
九
年
刊
本
に
基
づ
く
『
定
本
日
本
書
紀
』
九
山

林
平
著
講
談
社
に
よ
る
)
に
は
「
先
駆
者
還
白
、
有
一
一
刷
、
居
天
八
達
之
術
、

2 3 4 
戸。6 
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其
鼻
七
問
問
、
背
長
七
尺
除
。
常
一
言
七
尋
。
且
口
尻
明
耀
、
眼
如
八
即
応
鏡
而
絶
然
似
赤

酸
梁
也
。
即
遺
紳
従
往
問
。
時
有
八
十
高
一
脚
、
皆
不
得
目
勝
相
問
。
故
特
勅
天
銅

女
目
、
汝
固
定
目
勝
於
人
者
。
宜
往
問
之
。
天
錨
女
乃
露
其
胸
乳
抑
垂
裳
帯
於
麟
下
而
、

笑
喋
向
立
。
日
定
時
、
衛
一
柳
間
目
、
天
剣
女
汝
矯
之
何
故
耶
。
釘
目
、
天
照
大
一
柳
之

子
所
幸
遁
路
、
有
如
此
居
之
者
誰
也
。
敢
問
之
。
衝
一
柳
封
目
、
間
天
照
大
一
柳
之
子

今
嘗
降
行
。
故
奉
迎
相
待
。
五
ロ
名
是
猿
田
彦
大
一
脚
。
時
天
銅
女
復
間
目
、
汝
将
先

我
行
乎
。
抑
我
先
汝
行
乎
。
釘
目
、
五
口
先
啓
行
。
天
鍋
女
復
問
日
、
汝
何
慮
到
耶
。

皇
孫
何
慮
到
耶
。
針
目
、
天
紳
之
子
則
嘗
到
筑
紫
日
向
高
千
穏
椿
絢
之
峯
。
五
回
則

感
到
伊
勢
之
狭
長
田
五
十
鈴
川
上
。
」
と
あ
る
。

尻。ほ
お
ず
き
。

『
書
紀
集
解
』
(
河
村
秀
根
・
益
根
)
巻
二
一
七
丁
表
に
は
「
町
膨
」
「
纂
疏
謂
目
舷
惑
」

と
あ
る
。
『
日
本
書
紀
通
証
』
巻
六
四
一
丁
表
「
重
遠
日
目
勝
蔑
視
之
也
。
」
「
五

木
翁
日
今
謂
大
胆
者
筋
目
勝
是
也
」
と
あ
る
。

奈
良
桜
井
市
北
部
。
垂
仁
天
皇
、
景
行
天
皇
の
皇
居
が
置
か
れ
た
。

「
さ
な
あ
が
た
」
の
約
。
伊
勢
国
多
気
郡
相
可
村
に
「
佐
那
谷
」
の
地
名
が
あ
る
。

8 9 1110 
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(
調
書
第
二
段
)

ー
ま
き
む
〈
た
ま
き
の
み
や

2
い
〈
め
い
り
ひ
こ
い
き
ち
の
す
め
ら
み
ニ
と

纏
向
珠
城
乃
宮
に
ゐ
ま
す
、
活
目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
、

や
£
と
ひ
め
の
み
こ
と

す
廿
五
年
に
、
倭
姫
命
、
伊
勢
の
固
に
い
ま
し
て
、
よ
き
宮
所
も
と
め
さ
せ
給

3
ごしとほぎ

4

お
ほ

ふ
時
、
猿
田
彦
犬
神
に
あ
ひ
給
ひ
け
れ
ば
、
言
書
費
し
て
の
給
は
く
。
南
の
大

み

ね

き

こ

く

し

ろ

う

ぢ

お

ほ

や

し

ま

峯
に
よ
き
宮
所
あ
り
。
佐
古
久
志
呂
字
遅
の
五
十
鈴
の
川
上
は
大
八
洲
の
内
に

め
で
た
き
所
也
。
翁
が
世
に
出
侍
り
し
よ
り
、
二
百
八
高
齢
歳
の
さ
き
に
も
、

み
し
ら
ざ
る
あ
や
し
き
物
、
て
り
か
?
ゃ
く
事
大
日
輪
の
ご
と
し
。
こ
れ
な
ん

お
ぼ
ろ
け
の
物
に
ま
し
ま
さ
じ
、
定
れ
る
主
出
ま
さ
む
、
と
お
も
ひ
給
ふ
、
と

語
り
給
ひ
ぬ
。
倭
姫
命
、
こ
と
は
り
い
ち
し
ろ
し
。
是
な
ん
そ
の
か
み
、
天
地

み
h
e
や

6
か
hu
ろ

き

か

む

ろ

み

の

み

こ

と

と

よ

あ

し

は

ら

み

ず

ほ

か

ぎ

は

の
御
租
弁
に
、
神
漏
岐
、
神
漏
美
命
、
豊
葦
原
瑞
穂
の
閣
内
に
、
伊
勢
加
佐
波

や夜
の
園
は
よ
き
宮
所
也
、
と
見
そ
な
は
し
給
て
、
天
上
よ
り
し
て
投
降
し
給
ひ

天
の
下
し
ろ
し
め
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7
ひ

わ

か

み

や

8

し
天
の
逆
太
万
・
天
の
逆
鉾
・
大
小
の
金
鈴
五
十
口
。
日
の
小
宮
固
形
文
形
こ

う
つ

れ
な
り
。
天
の
卒
手
を
う
ち
、
悦
給
ひ
て
、
此
慮
に
日
小
宮
を
遁
し
造
り
給
ふ

と
か
や
。

注

垂
仁
天
皇
の
皇
居
。
祉
は
奈
良
県
磯
城
郡
纏
向
村
大
字
穴
師
の
付
近
。

垂
仁
天
皇
。

『
祝
詞
大
殿
祭
』
九
条
家
本
の
訓
を
参
。

か
み
じ
ゃ
ま

三
重
県
伊
勢
市
宇
治
の
神
路
山
。

『
倭
姫
命
世
記
』
(
伊
勢
御
一
坐
清
白
氏
所
蔵
『
賀
茂
本
影
窮
』
に
基
づ
く
『
新
訂
増

補
闘
史
大
系
第
七
巻
古
事
記
先
代
善
事
本
紀
紳
道
五
部
室
回
』
黒
板
勝
美

著
吉
川
弘
文
館
に
よ
る
)
に
は
「
日
月
」
と
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
白
雑
元
年
六
月
北
野
本
と
寛
文
版
本
の
訓
を
参
。

ひ
の
わ
か
み
や

『
日
本
書
紀
』
巻
一
神
代
上
に
は
「
日
少
宮
」
と
あ
る
。
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
が
永

住
に
当
て
ら
れ
た
天
上
の
宮
殿
。
『
神
道
大
系
古
今
紳
拳
類
編
』
巻
十
一
宗
廟
篇

ノ
ワ
カ
ミ
ヤ

に
は
「
日
小
宮
」
と
あ
る
。

『
御
銀
座
停
記
』
(
榊
宮
文
庫
所
蔵
「
裁
皇
家
中
興
時
代
書
官
局
本
」
及
び
屋
代
弘
賢

本
に
基
づ
く
『
新
訂
増
補
圏
史
大
系
第
七
巻
古
事
記
先
代
奮
事
本
紀
紳

道
五
部
書
』
黒
板
勝
美
編
吉
川
弘
文
館
に
よ
る
)
に
「
猿
田
彦
大
一
柳
参
。
乃
一
言

書
資
白
久
。
南
大
峯
有
美
宮
慮
。
佐
古
久
士
山
呂
字
選
之
五
十
鈴
之
河
上
者
。
大

八
洲
之
内
嫡
歯
之
霊
地
也
。
随
翁
之
出
現
。
二
百
八
万
余
歳
之
前
か
毛
。
米
現
知
留

在
霊
物
利
。
照
耀
如
大
日
輪
也
。
惟
小
縁
之
物
が
不
在
調
。
定
主
出
現
御
座
耶
今
案
。

父
母

倭
姫
命
日
。
理
容
貝
灼
然
惟
久
代
天
地
之
大
組
天
照
太
一
脚
。
天
御
中
AL

士
脚
。
井
紳
魯
美
伎
紳

魯
美
命
。
警
官
一
塁
。
豊
葦
原
瑞
穂
園
之
内
年
。
伊
勢
加
佐
波
夜
之
圏
波
。
有
二
美
宮

慮
一
利
度
。
見
定
給
比
天
。
自
天
上
志
天
。
投
降
居
給
布
。
天
之
逆
大
万
。
天
之
逆
枠
。

大
小
之
金
鈴
五
十
口
。
日
之
小
宮
之
圏
形
文
形
等
是
也
度
豆
。
天
之
平
手
乎
拍
給
比
弓
。

甚
喜
於
懐
給
。
於
此
慮
・
が
選
遊
日
小
宮
給
。
」
と
あ
る
。

2 3 4 5 7 6 8 (
調
書
第
三
段
)

ー
は
ふ
り
ベ

猿
田
彦
紳
、
或
時
斎
の
内
親
王
、
一
柳
主
部
、
物
忌
な
ど
に
さ
と
し
給
は
く
、
凡
、



46 

天
地
開
閥
の
事
は
、
聖
人
の
遮
る
所
也
。
其
初
遠
く
し
て
、
其
理
い
ひ
が
た
し
。

2
っ
ち
L
J
み

3
〈
に
そ
ニ
た
ち
の

願
は
く
は
、
か
も
ろ
/
¥
聞
給
へ
。
五
口
は
是
、
天
下
の
土
君
な
れ
ば
、
園
底
立

献
と
名
づ
く
。
五
口
は
是
、
時
に
躍
し
機
に
し
た
が
ひ
て
化
生
出
現
し
つ
れ
ば
、

気
紳
と
名
づ
く
。
吾
は
復
、

根
園
底
園
よ
り
荒
備
疎
備
来
ら
ん
物
に
相
し
た

が
ひ
、

鬼
神
と
名
づ
く
。
吾
は
復
、

人
の
震
に
書
一
耐
を

守
護
と
な
る
ゆ
へ
に
、

へ授
に輿
興Eふ
玉iる

mfllXゆ

;I日
づ
ノ大
、田

市中
と
名
つ
く

王乙

は

よ
く
人
の
魂
悦
を
か
へ
す
ゆ

こ
と
ん

L
く
お
の
づ
か
ら
の
名
也
。

物
皆
い
ち
し

立日 4 る
来し
十 あ
蔦り
の 0

2我

と
帝?を
稽?へ
-2ぬ
千f 、
のか
名号く
続Tれ
もさ

全8
と
の
給
ふ
。

っ
た
へ
き
く
、

其
徳
に
し
た
が
ひ
名
づ
く
な

り猿
田
彦
の

よ5御
なも名
れ此も
どほ

ど
おに
ほは
く限
のら
中 じ

少

ば
か
り
を
迷
て
、
し
ば
ら
く

狭
長
旧
の
五
十
鈴
の
川
上
を

榊
去
し
給
は
む
と
の
御
慮

な
る
べ
し
。

注

は

ふ

り

へ

の

神
主
部
之

う

ず

た

ま

か

ず

雲
緊
玉
蔭

み

わ

す

ゑ

左

つ

る

神
酒
座
奉

み

れ

ば

見
者

い

ぐ

し

た

て

「
万
葉
集
』
巻
十
一
一
一
に
「
五
十
串
立

と
も
し
も

乏
文
」
と
あ
る
。

『
神
道
大
系
古
今
一
例
学
類
編
』
(
亀
井
山
万
徳
寺
所
蔵
『
古
今
神
学
類
編
』

ノ
ヴ
チ
ギ

t

り
F
h
T

ノ

一
百
二
巻
本
に
恭
づ
く
)
巻
卜
一
宗
廟
篇
に
は
「
宇
治
土
公
ノ
遠
祖
篠
田
彦
太
紳

也
。
中
村
ニ
ウ
エ
森
ト
一
広
所
ア
リ
。
口
近
ヲ
俗
-
一
此
刷
地
ナ
リ
ト
云
リ
。
年
中
行
事

ニ
、
宇
治
氏
上
枇
ヲ
祭
ト
云
フ
事
侍
ル
ヲ
忠
ヒ
ム
n
ス
レ
パ
、
此
森
事
一
一
ャ
。
御
鋲

ユ

ノ

コ

ト

ホ

ギ

リ

，

A

ノ

ヌ

ノ

イ

ス

イ

ノ

ノ

座
停
記
云
、
興
玉
一
川
言
者
党
。
干
時
倭
姫
命
皇
太
紳
座
正
{
呂
之
西
北
角
大
地
輪
之

2 

3 

ニ

ヒ

ト

ノ

ノ

ノ

ノ

中
蓋
帆
祭
也
。
年
中
行
事
四
月
初
巾
日
氏
紳
祭
伐
云
、
宇
治
氏
・
石
部
氏
同
初
中

ノ

ハ

ヲ

ハ

ノ

ヲ

日
祭
也
o

宇
治
氏
字
上
枇
祭
、
石
部
氏
岩
井
問
山
口
祭
也
、
一
ぶ
云
」
と
あ
る
。

『
神
道
大
系
古
今
一
柳
町
学
類
編
』
巻
十
一
宗
廟
篇
に
は
「
御
名
モ
カ
ハ
リ
テ
太
田
命

と
山
中
ス
。
日
疋
猿
田
彦
ノ
榊
ノ
苗
寓
問
ト
宣
フ
故
也
。
其
年
所
久
遠
ナ
ル
ヲ
以
苗
商
ト

F
キ
グ
マ
ノ

ハ
凸
日
一
ヘ
ル
ニ
ヤ
。
御
銀
廃
以
後
亦
易
名
、
ン
テ
肌
ハ
玉
榊
ト
中
ス
。
日
疋
白
ラ
三
幾
ノ
御

ラ

名
也
。
サ
レ
ド
モ
此
榊
白
名
乗
玉
ヘ
ル
御
別
柄
、
此
限
リ
ニ
非
ズ
o
」
と
あ
る
。

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
』
(
波
浩
一
一
編
勉
誠
社
)
巻
四
に
「
帝
樗
一
千
諸
名
競
」

と
あ
る
。

以
下
は
『
神
道
大
系
』
所
収
本
の
組
方
に
従
っ
た
。
な
お
『
縁
起
』
原
本
で
の
確

認
は
し
て
い
な
い
。

4 5 (
詞
書
第
四
段
)

そ
れ
よ
り
し
て
、
園
々
地
々
を
み
て
、
近
江
固
に
至
り
ま
し
ぬ
。
そ
の
固
に

ま
き

大
き
な
る
湖
あ
り
。
嵩
嶺
神
山
、
四
遣
に
園
銭
し
、
被
の
は
の
う
く
が
ご
と
く
、

2
マ

マ

3
あ
ぎ
と

ま
こ
と
に
ま
ふ
と
も
喰
唱
す
。
ほ
と
ん
ど
凡
境
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
大
紳
、
此
所

に
め
で
小
艇
を
造
り
、
釣
を
た
れ
あ
そ
び
た
ま
ふ
だ
に
、
吾
此
湖
の
三
度
桑
原

と
な
れ
る
を
み
し
、
と
な
む
か
た
り
給
ひ
ぬ
。

牛
主

「
真
木
」
の
義
。
「
ま
」
は
美
称
。
立
派
な
木
の
意
で
、
杉
ま
た
は
槍
を
い
う
。
『
日

本
書
紀
』
神
武
天
皇
記
に
「
又
新
之
目
、
五
口
今
蛍
以
巌
袋
、
沈
子
丹
生
之
川
。
如

魚
無
大
小
、
悉
醇
而
流
、
警
猶
核
葉
之
浮
流
者
、
被
、
此
云
磨
紀
。
五
口
必
能
{
疋
此
図
。

如
其
不
爾
、
終
盤
…
所
成
、
乃
沈
金
於
川
。
其
口
向
下
。
頃
之
魚
皆
浮
出
、
随
水
峨
明
。
」

と
あ
る
。

「
ま
な
(
魚
)
」
で
あ
る
。

丸
山
…
が
水
面
に
口
を
出
し
て
呼
吸
す
る
こ
と
。

『
太
平
記
』
(
鎌
問
共
済
会
郷
土
博
物
館
蔵
慶
長
八
年
刊
古
活
字
本
に
基
づ
く
『
太

平
記
三
日
本
古
典
文
学
大
系
お
』
〈
後
藤
丹
治
・
同
見
正
雄
校
注
岩
波
書
庖
〉

2 3 4 



に
よ
る
)
巻
三
十
八
「
馨
墨
客
星
事
付
湖
水
乾
事
」
に
「
此
湖
七
度
マ
デ
桑
原
ニ
印
刷
岳

ゼ
シ
ヲ
政
見
タ
リ
ト
」
と
あ
る
。

(
詞
書
第
五
段
)

土
俗
、
其
神
霊
を
嗣
り
て
、
神
社
を
た
っ
。
老
翁
の
姿
を
現
し
給
へ
ば
、
白

嶺
の
一
岬
と
申
し
ぬ
。
亦
比
良
の
一
柳
と
申
は
、
か
の
山
の
ふ
も
と
に
跡
を
垂
た
ま

へ
ば
な
り
。

浮
御
原
天
皇
、
殊
に
寧
崇
し
た
ま
ひ
、
叢
洞
を
増
造
り
給
へ
り
。

注

註釈(ー)

『
倫
日
我
物
語
』
(
東
京
大
学
附
属
図
書
館
青
洲
文
庫
蔵
十
行
古
活
字
本
に
基
づ
く
『
命
日

投
物
語
日
本
古
典
文
学
大
系
∞
∞
』
市
古
貞
次
・
大
島
建
彦
校
注
岩
波
書
庖
に

よ
る
)
巻
六
「
比
叡
山
は
じ
ま
り
の
事
」
・
『
太
平
記
』
巻
三
十
八
「
比
叡
山
間
闘

の
事
」
・
稲
山
(
加
ポ
縦
立
永
七
年
黒
沢
源
太
郎
涜
刊
観
世
川
吉
正
本
に
基
づ
く
『
謡

山
百
詐
』
凶
野
い
お
脱
校
門
川
岩
波
書
市
に
よ
る
)
「
内
μ
山
」
に
同
じ
訴
が
あ
る
。

『
日
本
合
紀
』
を
一
.
十
一
三
好
明
天
皇
(
中
川
文
九
年
刊
本
に
江
川
い
づ
く
『
山
必
本
日
本
書
紀
』

J
-
よ
み
は
-
J

の
み
や
に
ゐ
め
の
し
た
し
・
!
し
め
し
し
す
め
・
!
の
み
こ
と

九
山
林
市
γ
北
口
講
談
社
)
に
は
「
伊
御
原
符
御
山
十
天
皇
」
と
あ
る
。
公

良
県
明
日
寄
付
品
川
向
が
伝
ー
ボ
地
、
天
武
天
皇
と
持
統
-
火
山
H
1

が
営
ん
だ
は
。

(
ひ
た
か

2 

白祭神社所蔵 f白須神社縁起j

ち
あ
き

4i 

『
地
域
文
化
研
究
』
第
二
八
号
(
二
O

第
二
八
回
大
会
萩
藩
郡
方
地
理
図
師
有
馬
喜
惣
太

ー
そ
の
作
品
と
生
涯
|

火
野
引
な
平
の

1
9
4
5
年

ー
米
軍
資
料
と
『
革
命
前
後
』
の
比
較
1

山
田

梶
!京

稔
康
'入


